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ノルズ数ܴ݁݀ = 756.8，マッハ数ܯܽ = 0.1706
を設定した．図 2 に壁面摩擦係数݂ܥ の変化を
示す．流れに従って境界層が発達しているが，
平板境界層が乱流に遷移する臨界レイノルズ
数を越えても，糸周りの流れでは，層流の特
徴が維持されている．したがって，上のモデ
ル中の摩擦応力は，層流を想定することにな
る．今後，糸挙動モデルによりエアサクショ
ンガンの吸引性能を向上させるために，糸周
りの高速気流が層流に維持される原因と乱流
遷移の実現可能性を調べる必要がある． 
Fig.1 気流中の糸挙動モデルの設定
Fig.2 軸方向円柱周り流れの壁面摩擦係
